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本日、令和 3年第 4 回定例会の開会にあたり、これまでの主な行

政事項について、その概要をご報告申し上げます。

はじめに

はじめに、本年度の文化賞等、各種表彰について申し上げます。

11 月 3 日の文化の日に、名寄市文化賞条例に基づき、中島道昭さ

んに文化賞を授与いたしました。

「産業部門」、「農業」で受賞された中島さんは、北海道名寄農業

高等学校を卒業後、農業に従事し、名寄のもち米のブランド化とそ

菜振興に取り組むとともに、農協青年部活動に邁進するなど責任

感・信念・明朗かつ温情豊かな人柄で地域のリーダーとして活躍さ

れました。

昭和 59 年に 35 歳の若さで旧名寄農業協同組合の理事に、平成 11

年名寄農業協同組合代表理事組合長に就任し、平成 17年には風連農

協、名寄農協、智恵文農協の合併実現に卓越した手腕を発揮され、

翌年には道北なよろ農業協同組合代表理事組合長として合併組合の

基礎づくりに尽力されました。

道北なよろ農業協同組合設立以降、食の安全・安心を基本とした

もち米産地としての取組を推進され、クリーン農業と品質向上、全

量調整による品質の均一化により、全国の実需者から産地指定を受
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ける産地となり、その中心としてご活躍されました。

さらに北海道もち米団地連絡協議会会長として道産もち米団地の

スケールメリットを最大限生かし、もち米のブランド力強化につな

げ、本市だけでなく北海道のもち米振興にもご貢献いただきました。

名寄市表彰条例に基づく各表彰については、自治、社会福祉、保

健衛生、産業経済、教育文化、住民運動実践の各分野で市勢の発展

に寄与された 13 個人の皆さんに功労表彰を、多額の寄附をいただい

た 6個人、31 団体に善行表彰を、スポーツの分野で輝かしい活躍を

された 1団体に栄誉賞をそれぞれお贈りいたしました。

受賞された皆さんには、今後とも本市の発展にご尽力を賜ります

とともに、より一層のご活躍とご健勝を願っております。

“市民と行政との協働によるまちづくり”

市民主体のまちづくりの推進

次に、市民主体のまちづくりの推進について申し上げます。

令和 4年度に行う名寄市総合計画（第 2 次）後期計画の策定に向

けて、課題の整理及び市民ニーズを把握するため、広報 11 月号別冊

として中期計画期間の主な取組を紹介するとともに、アンケート用

紙を全戸配布しました。これまでの回答率が低い傾向にある若い世

代への対応として、従来の紙媒体に加えてＷｅｂでの回答も可能と
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するアンケート調査を実施しました。

人権尊重と男女共同参画社会の形成

次に、人権尊重について申し上げます。

11月 9 日に名寄東小学校の 5、6年生の児童を対象に、人権擁護委

員による人権教室が実施されました。紙芝居などを用いた興味を引

く内容となっており、相手への思いやりの心や命の尊さについて学

ぶ貴重な場となりました。

次に、男女共同参画社会の形成について申し上げます。

11 月 19 日から 24 日まで、女性に対する暴力をなくす「パープル

リボン運動」の取組として、内閣府男女共同参画局が作成したポス

ターの展示を市内商業施設において行いました。多くの市民の興味

を引くよう、会場をパープルのバルーンで装飾し、併せてドメステ

ィック・バイオレンスに関する相談窓口の周知などを行いました。

情報化の推進

次に、情報化の推進について申し上げます。

情報通信技術（ＩＣＴ）を活用した住民サービスの向上やデジタ

ル技術を活用した業務の効率化、デジタルトランスフォーメーショ
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ン（ＤＸ）の推進を図るため、専門的な知見や技術的な指導を受け

ることを目的に、外部からデジタル人材を活用することとしました。

任用にあたっては、昨年11月に情報通信技術を活用した施策に対

する地域貢献事業などで協定を締結したソフトバンク株式会社から、

最高情報統括責任者補佐官として、菅野賢一氏を10月１日から任用
か ん のけんいち

いたしました。

様々な角度から、本市におけるデジタルトランスフォーメーショ

ン推進の先導役として、今後の取組や課題解決に期待をするところ

です。

交流活動の推進

次に、交流活動の推進について申し上げます。

山形県鶴岡市との交流事業については、11 月 15 日に「名寄市・鶴

岡市姉妹都市盟約 25周年記念式典」をオンラインで開催し、盟約 25

周年を祝い、両市の絆をさらに深めることを確認しました。

また、これを機に、本市のもち米と鶴岡市のだだちゃ豆ペースト

を使用したソフト大福が誕生し、今後、両市を結ぶ特産品として期

待されます。

ロシア連邦ドーリンスク市との交流事業については、本年、友好

都市提携 30 周年を迎え、10 月から 12 月にかけて、記念写真展やマ
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トリョーシカ絵付け体験、ロシアングルメスタンプラリーなど、名

寄・ドーリンスク記念事業実行委員会が主体となり、各種記念事業

に取り組んでいます。

マトリョーシカ絵付け体験には、幅広い年齢層の市民に参加いた

だき、ロシアングルメスタンプラリーでは、食を通じてロシアに親

しむ機会が提供されています。

台湾との交流事業については、11 月 5 日、名寄日台親善協会主催

の台北駐日経済文化代表処札幌分処粘 信士処長による講演会が開
ねん し ん し

催され、今後の日台交流について示唆に富んだ貴重なお話をご講演

いただきました。

また、台湾国立中山大学西湾学院との覚書に基づき、11 月 7 日に
ちゅうざん

高雄市内の会場とオンラインでのハイブリッド方式で開催された

「前草トライトライフェスティバル」においてＰＲ動画を配信し、
ぜんそう

本市の魅力を紹介しました。

次に、移住の推進について申し上げます。

「名寄市移住促進協議会」では、11月 14 日に東京都内で開催され

た「北海道移住・交流フェア 2021」に出展し、移住相談や情報発信

を行いました。対面での相談の重要性を感じるとともに地方移住へ

の関心の高まりから、引き続き、移住希望者との接点を増やす取組
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を進めてまいります。

また、移住検討者などに対して、本市企業の情報収集ができるよ

う、企業の特色や魅力の発信を行い、人材不足の課題解決にもつな

がるよう取り組んでまいります。

さらには、広報推進事業と連携した取組として、関係団体の協力

をいただき、名寄の冬の暮らしの楽しさの再発見につながるよう「冬」

をテーマにしたフォトコンテストを実施しています。「名寄の冬を楽

しく暮らす条例」の考えにも通じるこの事業は、ソーシャル・ネッ

トワーキング・サービスであるインスタグラムを活用することによ

り、若い世代も巻き込みながら市内外へ情報発信ができるとともに、

本市の魅力の再発見につなげ地域愛の醸成が図られるよう取組を進

めてまいります。

広域行政の推進

次に、定住自立圏について申し上げます。

11月 2 日に定住自立圏構成市町村長会議を本市で開催し、2050 年

までに道内の温室効果ガス排出を実質ゼロにする「ゼロカーボン北

海道」の実現に向けて、8月 13 日付で新設された北海道環境生活部

ゼロカーボン推進局ゼロカーボン推進監の今井太志氏をお招きし、
い ま い ふ と し

ご講演をいただきました。
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今後も、新たな広域連携事業の研究などを進めるとともに、定住

自立圏共生ビジョンの着実な推進を図ってまいります。

次に、広域行政の推進について申し上げます。

天塩川周辺 10 市町村で構成する「テッシ･オ･ペッ賑わい創出協議

会」では、ほっかいどう遺産ＷＡＯＮ助成金を活用し、昨年度製作

した「松浦武四郎」の偉業を伝える絵本「悠久の大河 松浦武四郎

が見た天塩川」の簡易印刷版を製作し、小学校等の教育に活用いた

だけるよう関係自治体に配布しました。

“市民みんなが安心して健やかに暮らせるまちづくり”

健康の保持増進

次に、健康の保持増進について申し上げます。

10 月 27 日に「チャレンジデー2021」が開催され、本市は 27 回目

の参加で和歌山県上富田町と対戦しました。
かみとんだちょう

本年は新型コロナウイルス感染対策として5月から10月開催に変

更し、従来行っていました綱引大会などの大型種目を取り止め、個

人・家庭・事業所ごとによる参加を基本に実施しました。

結果は、8,273 人の参加をいただき、参加率 30.6 パーセントとな

り、3年連続の勝利とはなりませんでした。
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今後も楽しみながら健康づくりに取り組んでいただき、市民の皆

様と一緒に元気なまち・名寄をつくってまいります。

新型コロナワクチン接種については、11 月 15 日現在の満 12 歳以

上の記録住民 24,230 人に対し、1回目の接種を終えている方が 90.2

パーセント、21,850 人、2回目の接種を終えている方が 88.8 パーセ

ント、21,517 人の状況です。

また、3回目のワクチン接種については、2回目接種から概ね 8か

月以上経過した際に開始できるよう準備などを行う旨の事務連絡が

国からありましたので、4月中に優先接種を行った医療従事者などの

方から順次接種ができるよう接種券の発送準備を進めています。

今後も、市内医療機関のご協力をいただきながら、希望される市

民への接種を進めることができるよう努めてまいります。

地域医療の充実

次に、名寄市立総合病院の本年度上半期の運営状況について申し

上げます。

患者取扱状況は、入院患者数が延べ 4 万 3,845 人で前年比 109 人

の増となり、外来患者数では延べ 10 万 9,680 人で前年比 4,756 人の

増となりました。収支の状況は、事業収益が前年比 1億 2,745 万円

増の48億456万円、事業費用が前年比1億2,844万円増の49億8,891
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万円となり、事業収支は 1億 8,435 万円の純損失となりました。

今後も、医業収益の確保や経費の節減に努めることにより収支の

改善を図り、経営の健全化に向け、より一層努めてまいります。

次に、名寄東病院の本年度上半期の運営状況について申し上げま

す。

患者取扱状況は、入院患者数が延べ 1 万 6,141 人で前年比 379 人

の減となり、外来患者数では延べ 2,037 人で前年比 359 人の減とな

りました。

また、収支状況では、事業収益は前年比 543 万円増の 4 億 4,038

万円、事業費用は前年比 977 万円増の 3 億 1,924 万円となり、事業

収支は 1億 2,114 万円の純利益となりました。

子育て支援の推進

次に、子育て支援の推進について申し上げます。

こどもの遊び場については、愛称を「にこにこらんど」に決定し、

子どもたちが屋内で安心して遊び交流できる場として、株式会社西

條名寄店様 2階の一部を賃借し、12 月 1 日にオープンする予定です。

今後も利用者の声を反映しながら、気軽に利用していただける施

設の充実に努めてまいります。



- 10 -

高齢者施策の推進

次に、高齢者施策の推進について申し上げます。

「長寿を祝う会」については、新型コロナウイルス感染拡大によ

り中止としましたが、男性 103 歳と女性 106 歳の最高齢者をはじめ、

白寿、米寿を迎えられた 242 人の方と金婚を迎えられた 70 組のご夫

婦に、お祝いの手紙並びに記念品を贈呈しました。

また、町内会など 81団体が敬老事業を実施し、75 歳以上の 5,405

人の方々が温かい祝福を受けました。

今後も多年にわたり地域社会に貢献された高齢者に敬意を表し、

その長寿を祝福するとともに市内各地域で実施される敬老事業に対

する支援を行うことにより、市民の敬老意識の高揚を図ってまいり

ます。

“自然と調和した環境にやさしく快適で安全安心なまちづくり”

環境との共生

次に、ゼロカーボンの実現に向けた取組について申し上げます。

11月 4 日の定例記者会見において、2050 年までに二酸化炭素排出

量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」を目指すことを表明し

ました。

今後は、市民や事業者の皆様と一体となって「ゼロカーボン」の
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実現に向けた取組を推進してまいります。

次に、合同墓について申し上げます。

本年 5月に供用開始した名寄市合同墓は、9月末で受付期間を終え、

59 件、119 体の納骨となり多くのご利用をいただきました。

消防

次に、消防事業について申し上げます。

10 月末現在までの火災及び救急・救助出動状況については、火災

件数は10件で前年比2件の増となり、死傷者が 2人発生しています。

また、救急出動件数は 923 件で前年比 86 件の増、救助出動件数は 32

件で前年比 20 件の増となりました。

応急手当の普及活動は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響に

より開催を自粛していましたが、7 月から再開し、10 月末現在、普

通救命講習は 13 回 125 人、救命入門コースは 2回 21 人、応急手当

普及員再講習は 1回 2人、そのほかの講習は 1回 51 人がそれぞれ受

講しました。

また、10月 22 日に消防署と市立総合病院が連携し、名寄北管理ス

テーション駐車場にて、局地的かつ短時間に多数の傷病者が発生し

通常の対応がとれないことを想定した特殊救急訓練を実施しました。
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訓練では、応急救護所などを設営し、救出救護、医師や看護師が

緊急度の高い傷病者を選別、処置を行い、医療機関へ搬送するまで

の手順について確認しました。

防災対策の充実

次に、防災対策の充実について申し上げます。

11 月 9 日に「名寄市防災セミナー」を多くの市民の参加と関係者

の協力により開催しました。

セミナーでは、災害時に自分自身のとる行動を時系列的に整理す

る「マイ・タイムライン」などについて学び、避難の重要性や避難

行動について考える機会となりました。

また、北海道版「避難所運営ゲーム」での図上訓練により、避難

所での運営などを疑似体験することを通じて、避難所運営を自分事

として捉え、自らが避難する際の備えや、避難所に避難する際の留

意点などへの気づきにつながったものと考えています。

今後も、市民の自助・共助の力を高める防災知識の普及や防災・

減災意識啓発の取組を図ってまいります。

交通安全

次に、交通安全対策について申し上げます。
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交通事故のない住みよいまちづくりに向け、9月 21 日から 10 日間

は秋の交通安全運動、10 月 18 日から 10 日間は秋の輸送繁忙期の交

通安全運動が実施されました。期間中、市民や関係団体のご協力の

もと、街頭啓発などにより交通事故防止の啓発を行いました。

また、10月 13 日に交通事故死ゼロの記録が 1,000 日を達成したこ

とから、公益社団法人北海道交通安全推進委員会会長表彰を受賞し

ました。日頃より交通安全の意識拡大にご協力いただいている市民

の皆様に心から感謝申し上げます。

消費生活の安定

次に、消費生活の安定について申し上げます。

11 月 20 日に北海道薬剤師会常務理事の山田武志氏を講師にお招
や ま だ た け し

きし、「かかりつけ薬局とくすりの豆知識」をテーマとした消費生活

セミナーを開催しました。セミナーには多くの市民が参加し、安心

した生活を送るための知識を学びました。

住宅の整備

次に、住宅の整備について申し上げます。

栄町 55 団地改修工事は、10 月に第 1期 8戸の住宅改修を終え、入

居対象者の住み替えが完了し、11 月中旬から第 2期 10 戸の住宅改修



- 14 -

を進めています。

また、風舞団地の長寿命化改善工事と北斗団地旧住宅の解体工事

は 11月に完成しています。

都市環境の整備

次に、都市環境の整備について申し上げます。

名寄市公園施設長寿命化計画に基づく施設整備については、ライ

ラック公園、コデマリ公園及び福鶴公園は 10 月に完成しています。

上水道の整備

次に、水道事業について申し上げます。

安定した給水を確保するための老朽管更新工事については、道道

西風連名寄線老朽管更新工事ほか 1路線が完成しており、東 3条仲

通他 1老朽管更新工事を 9月に着工しています。

配水管網整備工事については、北 2丁目通配水管網整備工事ほか 1

路線を 10 月に着工しています。

また、検定期間満了に伴う水道量水器取替工事は 10月に完成して

います。

下水道・個別排水の整備
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次に、下水道事業について申し上げます。

公共下水道ストックマネジメント計画に基づく名寄下水終末処理

場管理棟建築施設更新工事については 10月に完成しています。

また、マンホール蓋更新工事は、9月に着工しています。

個別排水処理施設整備事業については、12 基の合併浄化槽の受付

があり、このうち 7基が 10 月までに完成しています。

令和 2年 9 月に判明した、下水道使用料の賦課漏れに関する継続

調査の結果につきましては、算定額が 3,156,900 円になり、そのう

ち請求できる金額は 669,410 円となりました。今後も連絡体制とチ

ェック機能の強化により、さらなる事務処理の適正化に努めてまい

ります。

道路の整備

次に、道路整備について申し上げます。

社会資本整備総合交付金により整備を進めている徳田18線緑丘連

絡線と本市単独費により整備を進めている東 5号線、風連東 4号線、

風連26線の舗装改築工事並びに智南4号橋の修繕工事は10月に完成
ち なん 4ごうはし

しています。

次に、市道の除排雪について申し上げます。
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本年度の除排雪対策については、除雪延長 435 キロメートル、排

雪延長 149 キロメートルを実施する計画としています。

10 月 19 日に風連地区、20 日に名寄地区の除雪事業の契約を締結

し、本年度においても効率的で効果的な除排雪体制の確立に努める

とともに、安全な道路空間の確保を図るため、幹線道路ではこれま

で同様に複数回の排雪と積上げ除雪を実施してまいります。

地域公共交通

次に、地域公共交通について申し上げます。

宗谷本線東風連駅移設・名寄高校駅設置に伴う通学生の利便性向

上のため、令和 4年春のダイヤ改正に合わせて、「名寄高校駅」には

すべての普通・快速列車を停車する計画であることが 9月 15 日にＪ

Ｒ北海道からプレスリリースされました。

また、「名寄高校駅」が親しみをもって利用されるよう市内中学・

高等学校に通学する生徒を対象に愛称を募集し、200 件の応募をいた

だき、10月 11 日の愛称選定審査会での審査の結果、愛称は「Ｎステ」

に決定しました。

宗谷本線の利用促進に向けた取組として、宗谷本線活性化推進協

議会において、宗谷本線の利用者を対象に、沿線市町村の各 1駅が

デザインされ、駅の概要や周辺の観光地などを掲載した全 12種類の
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「宗谷線ステーションカード」を、ＪＲ利用閑散期にあたる 11 月 1

日から名寄駅を含めた 7つの有人駅で配布を開始しました。本年度

は「はまなす編成」をイメージしたカラーリングで作成されており、

収集する楽しさと利用促進を兼ね備えたものとなっています。

今後も、宗谷本線の維持・存続に向けて関係機関と連携し、利用

促進に資する取組を推進してまいります。

“地域の特性を活かしたにぎわいと活力のあるまちづくり”

農業・農村の振興

次に、農業・農村の振興について申し上げます。

はじめに主要農作物の生育状況などについて申し上げます。

水稲については、10 月 25 日現在の農林水産省の作況指数は、全国

で 101 の「平年並み」となったものの、北海道、上川ではともに 108

の「良」となりました。本市の 11 月 15 日現在の出荷状況は概ね 8

割で、もち米28 万 5千俵、うるち米2万 3千俵、合計 30 万 8千俵と
ごめ まい

なり、豊作の昨年度を上回る状況となっています。

畑作については、干ばつの影響などを受け、大豆の作柄は、収量、

品質とも平年より低下が見られ、スイートコーン、馬鈴しょ、かぼ

ちゃも収量が減少となっています。

畜産については、10月末での過去 1年間の生乳生産量は1万 5,265
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トンで前年より増加し、乳代は平均で 1キログラムあたり 102 円と

なり前年と同水準で推移しています。

次に、経営所得安定対策について申し上げます。

まず、転作作物では、対象農家 484 戸、対象面積 3,053 ヘクター

ルで、水田活用の直接支払交付金が 11億 9,803 万円、水田リノベー

ション事業が 3億 774 万円となり、合わせて 15億 577 万円の年内交

付を予定しています。

畑作作物では、直接支払交付金のうち、既に営農継続払い 3 億

7,853 万円が交付されており、今後は数量払いの交付を見込んでいま

す。

次に、労働力確保対策について申し上げます。

名寄市立大学生の農作業従事では、アスパラガス、スイートコー

ンの収穫期において、合わせて受入農家 30 戸に学生 64 人が参加し

ました。スマートフォンアプリによるアルバイト募集では、農家 11

戸、延べ 388 人の募集に対し 345 人が成立しました。

また、外国人技能実習生の代替人材の確保では、農業者がそれぞ

れ取り組むとともに、ＪＡの紹介による人材派遣事業者からは、希

望農家 11 戸へ 14 人が派遣されました。
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次に、有害鳥獣対策について申し上げます。

11月 15 日現在、本年度のエゾシカ駆除については 467 頭で昨年よ

り 63 頭減少し、アライグマ駆除についても 289 頭で 188 頭減少して

います。

ヒグマ対策については、本年度の捕獲許可期間を 12 月 30 日まで

としており、11月 19 日時点の出没情報は、昨年度の総件数 37 件に

対し 30 件多い 67 件となっており、職員をはじめ猟友会の協力のも

と、ヒグマ駆除隊の出動を増やして対応しています。

次に、畜産振興について申し上げます。

公共牧場については、名寄牧場では 5月 27日から 10月 18日まで、

市内酪農家 12戸から 182 頭を受け入れ、適正な飼養管理により高い

受胎率と個体の資質向上を図りました。

次に、地産・地消の推進について申し上げます。

「2021 地産地消フェア inなよろ」については、例年より内容を縮

小し 11 月 27 日に開催しました。地元野菜や名寄産農畜産物の販売

を通じて、地産地消の推進に取り組みました。
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森林保全と林業の振興

次に、森林保全と林業の振興について申し上げます。

森林環境譲与税については、令和 2年度より市の基本方針に基づ

き活用しており、本年度は、「森林整備」で保育間伐 8ヘクタールに

補助を行っているほか、「人材育成と担い手確保」では、チェーンソ

ー講習などに係る費用について補助を予定しています。

また、「普及・啓発」では、ホームページへの掲載やなよろ健康の

森「もりの学び舎」でのパネル掲示を通じて、森林の果たす役割な

どについて、市民の皆様へお知らせしています。

今後も、森林の有する多面的機能の持続的な発展に向けて、森林

環境譲与税を有効に活用してまいります。

商工業の振興

次に、商工業の振興について申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の影響に対する経済対策では、売上が

減少した事業者を支援する「名寄市地元企業サポート給付金」につ

いては、8月 31 日で申請期間が終了し、総給付件数は 340 件、総給

付額は 1億 332 万円となりました。

市内店舗で利用できる「プレミアム付き商品券事業」については、

10 月 1 日から事前申込を開始し、17 日間で 2万 4,324 セットの申し
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込みがあり、10 月 25 日から名寄商工会議所及び風連商工会において、

購入・引換を実施しています。また、事前申込数が発行数の 10 万セ

ットに達しなかったことから、11 月 8 日から再販売を実施している

と実行委員会から報告を受けており、商店街などが取り組む年末大

売り出しなど相まって、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた

市内経済の回復と活性化を期待しているところです。

飲食店における新型コロナウイルス感染防止対策として、北海道

が創設した北海道飲食店感染防止対策認証制度（第三者認証）につ

いては、今後また感染が拡大した場合などに備えて有効な手立ての

一つとなることから、市、名寄商工会議所、風連商工会の連名で、

市内飲食事業者の皆様に対して、制度の周知と取得への前向きな検

討をお願いしたところです。

引き続き、新型コロナウイルス感染症の状況、国や道の施策、市

の経済状況を注視しながら必要な対策を講じてまいります。

商工業の振興においては、中小企業の振興に併せて、企業立地な

どが有効です。このことから、今後、本市においてさらなる企業の

立地及び設備投資を促進し、地域経済の活性化を図るため、「名寄市

企業立地促進条例」の全部改正、「名寄市工場立地法準則条例」の制

定、「名寄市地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強

化に関する法律第 9条第 1 項の規定に基づく準則を定める条例」の
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制定に関して、10月 15 日から 11 月 15 日までパブリックコメントを

実施し、本定例会に提案しますので、ご審議のほどよろしくお願い

いたします。

王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約に係る敷地利活用につ

いては、ＪＡＧ国際エナジー株式会社から、地域電力会社の設立や
ジェーエージー

木質バイオマス発電事業の提案を受けたところですが、事業決定へ

の課題もあることから、今後も引き続き調査・研究を進め、具現化

へ向けて協力してまいります。

雇用の安定

次に、労働関係について申し上げます。

ハローワーク名寄管内における9月末現在の雇用情勢については、

求職者に対し求人数が上回る状況が継続しています。

また、9月末現在の来春の管内新規高等学校卒業予定者は 530 人で、

このうち、学校・安定所の紹介を希望する者は 121 人、管内での就

職希望者は 75人となっています。

王子マテリア株式会社名寄工場生産品集約に係る雇用対策につい

ては、名寄工場が本年 12 月で稼働停止し、同社、北陽紙工株式会社

及び北陽王子紙業株式会社において、相当数の離職者が見込まれる

ことから、先の 10月に補正予算の議決をいただき、大量離職者地元
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定着推進及び産業人材確保促進事業実施要綱を制定しました。この

たび、離職を余儀なくされる従業員が安心して地元で就職すること

により定住を促進するとともに、市内事業所の慢性的な人手不足の

解消を図ります。

引き続き、ハローワークをはじめ、関係機関と連携し、新型コロ

ナウイルス感染症や工場の稼働停止が雇用情勢に与える影響に注視

しつつ、雇用の安定と促進に努めてまいります。

観光の振興

次に、観光の振興について申し上げます。

道の駅「もち米の里☆なよろ」については、9月末までの上半期の

入込客数は 20万 8,772 人で前年度比 4,615 人の減少、売上額は前年

度比 0.4 パーセントの増加となりました。しかしながら、新型コロ

ナウイルス感染症の影響を受ける前の一昨年度と比べると、入込客

数は 8万 9,422 人の減少、売上額は 20 パーセントの減少となってい

ます。10 月１日からの緊急事態宣言の解除を受け、今後も新型コロ

ナウイルス感染症の拡大防止に努めながら、指定管理者と連携し、

多くの方に利用いただける魅力ある施設づくりに取り組んでまいり

ます。

なよろ観光まちづくり協会が名寄振興公社と連携し、ピヤシリス
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キー場のグリーンシーズンの利活用とウィズコロナの観光として、

北海道観光振興機構の補助金を活用し、サバイバルゲームのフィー

ルドを 7月から 10 月まで常設しました。10 月にはサバイバルゲーム

イベントを実施し、札幌市をはじめ道東など広く市内外から 360 人

の集客効果がありました。このほか、観光農園での野菜収穫及び料

理体験ツアーをするなど、新たな生活様式を実践した観光商品・イ

ベントを実証しています。

名寄ピヤシリスキー場については、11 月上旬からオープンに向け

た準備を進め、安全で快適にご利用いただけるよう整備を行ってき

ました。11月 30 日にシーズン中における安全と無事故を祈願し、安

全祈願祭が行われる予定です。

なよろ温泉サンピラーについては、温浴改修を迅速かつ効率的に

実施するため、これに必要な債務負担行為の補正予算案を、本定例

会に提案しますので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。

“生きる力と豊かな文化を育むまちづくり“

小中学校教育の充実

次に、小中学校教育の充実について申し上げます。

確かな学力を育てる教育の推進については、11 月 2 日に、各学校

の学校力向上に資する効果的な取組を共有するため、名寄東小学校
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を会場に名寄市地域協議会を開催し、小学校高学年の教科担任によ

る指導方法や学級担任との連携のあり方などについて研修を深めま

した。

また、11月 11 日には、名寄西小学校と名寄中学校を会場として、

名寄市教育研究大会を開催しました。名寄西小学校では、課題を見

い出し、見通しをもって、適切に伝える子どもを育むため、道徳科

の授業が公開され、授業改善のあり方について研修を深めました。

名寄中学校では、互いに認め合い、学び合う生徒を育むため、道

徳科の授業研究を通じて、対話的な学びの充実に資する指導方法な

どのあり方について活発な協議が行われました。

名寄市教育改善プロジェクト委員会による取組では、教育研究（研

修）に関する研究グループが、学校力向上の先進的な取組を学ぶオ

ンライン視察研修を行い、組織的な学校改善の取組などについて研

修を深めました。

豊かな心を育てる教育の推進については、10 月 12 日に市民文化セ

ンターＥＮ－ＲＡＹホールにおいて、子どもたちの豊かな情操を育

むため、名寄市小中学校音楽発表会を開催しました。新型コロナウ

イルス感染症対策として、発表内容を器楽や和太鼓、吹奏楽の演奏

としたほか、鑑賞については、出演する児童生徒と引率の教職員に

限定して開催しました。
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健やかな体を育てる教育の推進については、名寄市教育研究所の

体育保体班が中心となり、各学校で実施した新体力テストの結果を

分析し、子どもたちの体力のより一層の向上を目指し、実技研修会

を実施しています。

特別支援教育の推進については、10月 28 日に名寄市立大学の准教

授を講師に迎え、「特別支援教育コーディネーターの役割と支援体制

の整備について」をテーマに、市内小中学校の教職員や上川管内北

部 9市町村の教職員などを対象としたオンライン研修会を行い、児

童生徒一人ひとりの困り感に応じた適切な支援のあり方について研

修を深めました。

また、11 月 5 日には、特別支援教育学習支援員や生活支援員を対

象にしたオンライン研修会を開催し、児童生徒の「困り感」の理解

と適切な支援方法などについて学びました。

社会の変化に対応する力を育てる教育の推進については、11 月 5

日に名寄南小学校を会場として、教育指導の充実に関する研究グル

ープが、ＩＣＴを活用した指導方法やＩＣＴ支援員の効果的な活用

などに関する研修を行いました。

今後は、学校と家庭・地域が連携し、家庭における通信機器やゲ

ームの使用についての約束事を決めるなど、児童生徒の情報モラル

を確実に育む取組を進めてまいります。
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信頼される学校づくりの推進については、10 月 19 日に地域学校協

働本部連絡協議会による第 2回地域コーディネーター研修会を開催

しました。研修会では、学校運営協議会と地域学校協働活動の一体

的な推進などについて理解を深めました。今後は、統括コーディネ

ーターと各地域のコーディネーターが連携し、地域と学校が協働し

て児童生徒の成長を支えていく地域学校協働活動の一層の充実に努

めてまいります。

小中一貫教育については、9月 21 日に「第 2回智恵文小中一貫教

育合同会議」が開催され、系統性・連続性を強化したカリキュラム

の編成や共通した学校いじめ防止基本方針などに係る協議が行われ

ました。また、11月 4 日に、「風連地区小中一貫教育推進委員会」が

開催され、授業研究を通じて各教科等の系統的な指導などについて

協議が行われました。

学校における働き方改革の推進については、11 月 1 日に、名寄市

教育改善プロジェクト委員会の教育経営の充実に関する研究グルー

プにおいて、各学校における働き方改革の効果的な取組などを共有

するための研修会を開催しました。

智恵文義務教育学校については、開校準備委員会を中心に令和 6

年 4 月の開校に向け、学校名や校章、校歌などについて協議を進め

ているところです。
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学校給食については、10 月 12 日、15 日、26 日の 3日間、旬の名

寄産食材を中心とした「なよろ給食の日」を実施し、児童生徒が地

場農産物に対して理解を深めたところです。また、11 月 5 日には、

姉妹都市「山形県鶴岡市藤島地域」の特産品である庄内柿を提供し、

児童生徒から好評を得ています。

高等学校教育の充実

次に、高等学校教育の充実について申し上げます。

令和 5年度に名寄高校と名寄産業高校が再編統合され設置される新

設校のコンセプトづくりのため、両高校の先生方で構成されている

統合推進委員会主催の合同拡大会議が開催されました。会議には、

両高校の生徒や名寄市内高等学校魅力化推進委員会も参加し、新設

校が魅力ある高校となるよう協議を行っています。

大学教育の充実

次に、名寄市立大学について申し上げます。

名寄市立大学への理解を深め、進路決定の参考としていただくた

め、高校生と保護者を対象にオープンキャンパスを 10 月 16 日に午

前と午後の 2回に分けて開催しました。高校生 114 人、保護者 99 人

の参加があり、生徒には模擬授業とキャンパスツアー、保護者には
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大学概要などの全体ガイダンスとバスツアーによる生活環境や実習

先の紹介を行いました。

本年で 15 年目となる名寄高等学校との高大連携事業を、10 月 6

日に実施しました。本年度は、名寄高等学校 1年生 80 人が参加する

中で、大学生から学生生活やボランティア活動からの学び、大学で

行う卒業研究について話し、その後、生徒 4人 1 組となり各班に高

校の指導教員を配置してゼミ形式とし、テーマの妥当性や調査のプ

ロセス、目標の設定などについて大学教員が助言する探究活動演習

を行いました。

今後も、地域に根ざした教育活動の展開と名寄市立大学の特色と

専門性を活かした地域貢献活動の取組に努めてまいります。

生涯学習社会の形成

次に、生涯学習社会の形成について申し上げます。

10 月 4 日に、市民講座「なよろまるごと体験！エンレイ・カレッ

ジ」を開講しました。受講者は 5回の講座を通じて、本市の様々な

分野を学び、体験し、まちづくりについて関心を深めていただく予

定です。

名寄ピヤシリ大学では、11 月 5 日から 12 日まで、第 32 回大学祭

を開催しました。例年開催している芸能発表会は中止としましたが、
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学生の趣向を凝らした作品の展示会は行いました。

次に、市立図書館について申し上げます。

10 月 5 日を初回として全 5回にわたって開催した文学講座では、

「日記で読む平安時代のくらし」をテーマに21人の市民が参加して、

日記文学を読み解きながら当時の衣食住や文化を学びました。

11 月 3 日の「文化の日特別開館」には、｢雑誌リサイクル｣や「フ

ィルムコートサービス」を行い、子どもから大人まで多くの方の参

加をいただき好評を得ました。

次に、なよろ市立天文台について申し上げます。

10月に、11 年目となる「小学生による小惑星発見プロジェクト」

を行いました。本年度は、市内小学校から児童 8人が参加し、未知

の小惑星の発見に挑みましたが、残念ながら小惑星の発見には至り

ませんでした。

家庭教育の推進

次に、家庭教育の推進について申し上げます。

11月 28 日に風連Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館において、家庭教育支

援講座「親子ふれあい はだしdeあそぼう」を開催しました。会場
で
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での開催のほかオンライン配信も行い、多くの親子がふれあいを深

めました。

生涯スポーツの振興

次に、生涯スポーツの振興について申し上げます。

スポーツ施設の整備については、スポーツセンターの長寿命化に

関わる施設改修の一環として、暖房設備の設計業務を委託しました。

暖房システムやコスト面など、様々な視点から検討を進めて、最

適な暖房設備の導入を目指してまいります。

また、ピヤシリシャンツェについても老朽化による全面改修が必

要な時期が迫っていることから改修計画策定業務を委託し、今後の

施設のあり方も含めて改修方針について、関係者と検討を進めてま

いります。

北海道における緊急事態宣言措置により、8 月 30 日から 9 月 30

日まで市内の公共施設が一部臨時休館となり、スポーツ団体やスポ

ーツ愛好家の活動にも大きな影響を与えました。

このような状況の中で、スポーツ施設については、特例措置とし

て、主催者から感染対策などを確認したうえで、条件付きの市民大

会及び予選大会を含めた全道・全国大会の開催や、大会出場に向け

た練習利用を認めるなど、ウィズコロナに合わせた新たなスポーツ
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施設利用に取り組みました。

スポーツ合宿推進事業については、全日本スキー連盟の大会スケ

ジュールが公表され、ＪＯＣジュニアオリンピックカップ・全日本

ジュニアスキー選手権大会兼全日本小・中学生選抜スキー大会の開

催が決定しました。市内関係団体の皆様のご協力に感謝を申し上げ

ます。

大会は来年 3月 9日から 13日の 5日間の日程で開催を予定されて

おり、地域一体となって選手をお迎えできるよう、準備を進めてま

いります。

青少年の健全育成

次に、青少年の健全育成について申し上げます。

11 月 23 日にスポーツセンターにおいて、第 15 回名寄市子ども会

フットサル大会を開催しました。小中学校や子ども会から19チーム、

123 人の児童生徒が参加し、フットサルを通じて交流を深めました。

次に、青少年センターについて申し上げます。

10月 14 日に名寄市青少年表彰式を行い、学校や地域活動などにお

いて顕著な功績のある 2個人、2団体を表彰しました。

また、小学生から高校生までを対象に、10 月から名寄市青少年健



- 33 -

全育成標語を募集し、11月 26 日に最優秀作品の表彰を行いました。

地域文化の継承と創造

次に、地域文化の継承と創造について申し上げます。

11月 3 日に市民文化センターＥＮ－ＲＡＹホールにおいて、第 64

回市民文化祭芸能発表を開催しました。日頃からの練習を重ねてい

る舞踊や合唱、楽器演奏など 23団体が出演し、約 750 人の市民が鑑

賞しました。

また、11 月 2 日から 3日にかけて、ふうれん地域交流センターを

会場に、風連文化祭を開催しました。会場には 18 団体、1個人から

652 点の作品が展示されました。芸能発表では、小学生から高齢者ま

で 23団体から 191 人が演奏や踊り、歌などを披露し、会場に集まっ

た延べ約 330 人の市民が静粛な中にも楽しいひと時を過ごしていま

した。

次に、北国博物館について申し上げます。

10月 1 日から 11 月 9日まで、企画展「名寄と戦争 ～80 年前の緊

急事態」を開催し、平和の尊さを再認識していただく機会としまし

た。

また、11月 12 日から、北国風景画同好会「風花」の秋の作品展を
かざはな
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開催し、芸術作品を通じて地域の自然を伝える機会としました。

以上、主な行政事項について、その概要を申し上げ報告といたし

ます。


